
宇 部 市 百 年 新 聞1 0 0 t h  A n n i v e r s a r y

▼

1961
〈昭和36年〉

1970
〈昭和45年〉

▼

1971
〈昭和46年〉

1980
〈昭和55年〉

▼

1991
〈平成3年〉

2000
〈平成12年〉

▼

1981
〈昭和56年〉

1990
〈平成2年〉

宇
部
空
港
開
港
式
で
は

祝
賀
花
火
が
あ
が
り
、

航
空
自
衛
隊
な
ど
の
飛

行
機
二
十
二
機
が
見
事

な
祝
賀
編
隊
飛
行
を
見

せ
る
な
ど
、
よ
ろ
こ
び

に
つ
つ
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
東
京
か
ら
の
一
番

機
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
F

27
型
機
が
特
別
招
待
者

十
数
名
を
乗
せ
て
到

着
。
そ
し
て
宇
部
か
ら

の
一
番
機
は
、「
進
出
宇

部
産
業
視
察
団
」
の
一

行
ら
三
十
七
人
を
乗
せ

て
飛
び
た
っ
た
。

一
番
機
に
は
、
宇
部
市

が
空
港
の
開
港
を
記
念

し
皇
居
の
お
堀
に
贈
る

常
盤
湖
の
白
鳥
二
つ
が

い
が
初
荷
と
し
て
積
み

込
ま
れ
た
。
上
京
し
た

四
羽
は
、
二
重
橋
上
か

ら
皇
居
の
お
堀
に
放
鳥

さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

宇
部
市
の
味
覚
の
代
表

で
あ
る
「
く
る
ま
え

び
」
四
十
㌔
が
初
荷
と

し
て
積
ま
れ
た
。

U
B
E
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
前
身

空
の
時
代
が
到
来

〈
一
九
六
六
年
七
月
一
日
〉

〈
一
九
六
一
年
〉

〈
一
九
六
九
年
〉

〈
一
九
六
三
年
〉

石
炭
が
も
た
ら
し
た
多

大
な
恩
恵
に
感
謝
す
る

た
め
明
治
百
年
記
念
事

業
と
し
て
常
盤
公
園
の

一
角
に
建
設
さ
れ
た
。

多
く
の
貴
重
な
文
献
や

資
料
な
ど
を
整
備
、
収

蔵
す
る
と
と
も
に
市
内

の
炭
鉱
で
実
際
に
使
わ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
械

も
屋
外
に
展
示
し
た
。

完
成
の
翌
年
に
は
モ
デ

ル
坑
道
も
設
置
さ
れ
海

底
炭
坑
を
再
現
し
た
。

初
の
野
外

彫
刻
展

石
炭
記
念
館
開
館

宇
部
空
港
が
開
港

常
盤
公
園
に
て

第
一
回
宇
部
市
野
外
彫

刻
展
は
二
カ
月
間
に
わ

た
っ
て
常
盤
公
園
内
渡

辺
記
念
植
物
園
西
側
と

遊
園
地
催
し
館
の
二
カ

所
で
開
催
さ
れ
た
。

〈
一
九
六
七
年
〉

宇
部
興
産
㈱

石
炭
の
採
掘
終
わ
る

明
治
時
代
か
ら
宇
部
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
長
い
歴
史
に
終

止
符
を
打
っ
た
。

第
十
八
回

国
民
体
育
大
会

夏
季
大
会

（
山
口
国
体
）開
催

閉
山
か
ら

        

二
年

東
京
へ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
二
時
間

こ
れ
ま
で
燃
え
る
ゴ
ミ

も
燃
え
な
い
ゴ
ミ
も
埋

立
て
地
で
埋
没
処
理
し

て
い
た
が
、
土
地
面
積

に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

将
来
を
見
据
え
新
た
に

焼
却
炉
が
導
入
さ
れ
た
。

市
制
五
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
音
響
照
明
機
器
を
備

え
た
文
化
ホ
ー
ル
の
ほ

か
、
大
小
の
研
修
室
・
展

示
室
・
庭
園
等
備
え
る
。

多
く
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら

れ
た
「
市
民
手
づ
く
り
」

の
文
化
会
館
と
し
て
、
広

く
文
化
活
動
の
拠
点
と
な

る
。
設
計
者
は
渡
辺
翁
記

念
会
館
な
ど
も
手
掛
け
た

村
野
藤
吾
氏
。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
・

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
ハ
ン
タ
ー
・
バ

レ
ー
の
中
心
都
市
。

姉
妹
都
市
締
結
を
祝
い

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
市
庁

舎
前
の
公
園
で
行
わ
れ

た
記
念
植
樹
で
は
、
宇

部
市
の
市
木
で
あ
る
ク

ス
ノ
キ
が
植
え
ら
れ
た
。

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 『
ニュ
ー
カ
ッ
ス
ル
市
』

赤
間
硯

あ
か
ま
す
ず
り

「
市
民
宣
言
」文
案
を
委
員
会
で
採
択

全
市
あ
げ

　 

祝
賀
ム
ー
ド

ゴ
ミ
処
理
の

    

悩
み
解
消

市
民
の
投
票
で

決
定

宇
部⇔

嘉
川

五
十
周
年

市
花
を
サ
ル
ビ
ア

市
木
を
ク
ス
ノ
キ

に
制
定

山
口
宇
部

有
料
道
路

開
通

国
の
伝
統
工
芸
品

に
指
定

丸
山
ダ
ム・

今
富
ダ
ム

完
成

姉
妹
都
市
締
結

〈
一
九
七
一
年
十
一
月
一
日
〉

〈
一
九
七
二
年
〉

〈
一
九
七
五
年
〉

〈
一
九
七
五
年
〉

〈
一
九
七
六
年
〉

〈
一
九
七
九
年
〉

〈
一
九
八
○
年
〉

市民宣言
わ
た
く
し
た
ち
宇
部
市
民
は

輝
か
し
い
市
制
五
十
周
年
に
あ
た
り

先
人
の
遺
業
を
た
た
え

つ
ち
か
わ
れ
た
宇
部
の

精
神（
こ
こ
ろ
）を
受
け
継
ぎ

愛
す
る
人
た
ち 

愛
す
る
郷
土
の
た
め
に

つ
ぎ
の
百
年
を
め
ざ
し

人
間
が
尊
重
さ
れ
る
都
市
づ
く
り
に

力
強
く
前
進
す
る
こ
と
を 

宣
言
し
ま
す

環
境
保
全

セ
ン
タ
ー
完
成

市
制
五
十
周
年
当
日
の

朝
、
琴
崎
八
幡
宮
で
奉

告
祭
が
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
て
五

十
周
年
を
祝
福
。
そ
の

後
渡
辺
翁
記
念
会
館
に

て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

大
空
に
花
火
が
は
じ
け
、

「
宇
部
ま
つ
り
」
の
は
じ

ま
り
を
告
げ
る
。
市
内

十
二
の
小
学
校
児
童
二

千
九
百
人
の
鼓
笛
隊
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
や
歩
行

者
天
国
・
子
ど
も
み
こ

し
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

行
進
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

三
日
間
に
わ
た
っ
て
盛

り
上
が
り
、
祝
賀
ム
ー

ド
に
つ
つ
ま
れ
た
。

宇
部
市
制
施
行

文
化
会
館

完
成

市
民
文
化
の
拠
点
に

〈
一
九
七
九
年
〉

国
の
名
勝
に
指
定

興
産
大
橋
開
通

「
日
本
の

   

都
市
公
園

     

100
選
」に

開
港
百
周
年

モ
モ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン
の

カ
ッ
タ
君
誕
生

カ
ッ
タ
君
表
彰
さ
れ
る

県
内
最
古
の
庭
園

伊
佐⇔

沖
の
山
つ
な
ぐ

記
念
し

「
海
王
丸
」寄
港

常盤公園にて
元気に鳴き声

財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会

一
九
六
七
年
、
常
盤

公
園
に
モ
モ
イ
ロ
ペ

リ
カ
ン
十
羽
が
イ
ン

ド
か
ら
迎
え
ら
れ
た
。

故
郷
の
イ
ン
ド
・
カ

ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル

カ
タ
）
に
ち
な
ん
で
、

ふ
化
し
た
ヒ
ナ
は

「
カ
ッ
タ
君
」
と
名
付

け
ら
れ
る
。

体
長
は
約
十
㌢
、
体

重
は
約
百
数
十
㌘
と

手
の
ひ
ら
に
の
る
サ

イ
ズ
だ
っ
た
カ
ッ
タ

君
は
ス
ク
ス
ク
と
成

長
し
、
常
盤
公
園
で

も
た
ち
ま
ち
人
気
者

と
な
っ
た
。

ヒ
ナ
か
ら
人
の
手
で

育
て
ら
れ
た
た
め
と

て
も
人
な
つ
こ
い

カ
ッ
タ
君
は
幼
稚
園

に
空
か
ら
通
園
し
、

園
児
た
ち
と
遊
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の

様
子
が
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
、
全
国
的

に
有
名
に
な
る
。

「
全
国
へ
明
る
い
話

題
を
提
供
し
た
」

と
し
て
、
財
団
法

人
日
本
動
物
愛
護

協
会
よ
り
表
彰
さ

れ
た
。

工
事
期
間
一
年
九
ヶ
月

を
か
け
、
沖
の
山
と
西

沖
を
つ
な
ぐ
興
産
大
橋

が
開
通
。
こ
れ
に
よ
り

「
日
本
で
一
番
長
い
私

道
」
で
あ
る
宇
部
興
産

専
用
道
路
の
ル
ー
ト
が

完
成
し
た
。

国
内
初
の
人
口
ふ
化

常
盤
公
園

宇
部
港

宗
隣
寺
の
龍
心
庭

〈
一
九
八
三
年
〉

〈
一
九
八
二
年
〉

〈
一
九
八
七
年
〉

〈
一
九
八
九
年
〉

〈
一
九
八
五
年
〉

〈
一
九
八
九
年
〉

飼育員の手にのり
「グヮー、グヮー」

元気な声を張り上げたヒナ

宗
隣
寺
は
鎌
倉
時
代
の

宝
亀
八
年
、
唐
か
ら
来

日
し
た
僧
為
光
和
尚
が

創
建
。
龍
心
庭
は
領
主

厚
東
武
実
の
頃
（
南
北

朝
時
代
）
に
作
ら
れ
た

鎌
倉
末
期
様
式
の
須
弥

山
式
禅
宗
庭
園
。

二
連
結
式
の
池
は
「
夜

泊
石
（
よ
ど
ま
り
い

し
）」、「
干
潟
様
（
ひ

が
た
よ
う
）」
の
様
式

で
、
全
国
で
も
貴
重

な
も
の
。
山
口
市
・

常
栄
寺
の
「
雪
舟
庭
」

に
次
ぎ
県
内
で
二
番

目
の
指
定
と
な
り
宇

部
市
で
は
初
。

宇
部
鉱
業
所

閉
山

鉄
や
ア
ル
ミ
等
の
再
利

用
で
き
る
も
の
を
資
源

化
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
廃
棄
物
の
減
量
を

実
現
。
ま
た
市
民
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
も
推
進

し
て
い
る
。

美
し
い
海
岸
線
が
人
気

の
観
光
都
市
で
も
あ
る

中
国
山
東
省
威
海
市
で

調
印
式
が
あ
り
、
友
好

旗
の
交
換
や
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
た
。
温
か
い

歓
迎
の
中
で
両
市
・
両

市
民
の
新
し
い
交
流
の

扉
が
開
か
れ
た
。

市
制
施
行

以
来
五
代

目
と
な
る

図
書
館
は
、

宇
部
紡
績

工
場
の
跡

地
に
建
て

ら
れ
た
。

建
物
の
一
部

に
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
兼

ね
た
保
存
壁
と
し
て

旧
紡
績
工
場
の
赤
れ

ん
が
を
利
用
し
て
お

り
、
館
の
内
外
に
は

多
く
の
彫
刻
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

蔵
書
は
一
般
・
児
童
図

書
、
郷
土
資
料
や
新
聞
、

雑
誌
、
点
字
資
料
、
大

型
の
美
術
関
係
図
書
と

幅
広
く
揃
え
て
い
る
。

ま
た
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

の
映
像
も
館
内
で
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　

環
境
の
保
護
及
び
改

善
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
又
は
団
体
を
表

彰
す
る
制
度
。
宇
部

市
は
石
炭
産
業
の
発

展
に
伴
っ
た
煤
塵
（
ば

い
じ
ん
）
に
よ
る
大

気
汚
染
の
防
止
対
策

等
「
宇
部
方
式
」
に
よ

り
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
が
評
価
さ
れ
た
。

常
盤
公
園
に
多
目
的
展
示
施
設

中
国
地
方
初

常
盤
公
園

東
口
に
完

成
し
た
カ

ル
チ
ャ
ー

ホ

ー

ル

は
、
四
百

人
収
容
可

能
な
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー

ル
を
は
じ

め
、
会
議

室
、
ア

ー

ト

ギ

ャ

ラ

リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も

備
え
る
。
動
物
・
植
物

の
本
や
資
料
が
置
か
れ
、

学
習
も
可
能
。

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
定
期
的
に
企
画
展
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
文
化
活
動
と
憩
い

の
場
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。

常
盤
湖
畔
す
ぐ
そ
ば
に

市
民
か
ら
の

多
数
の
募
金
で

実
現

「
宇
部
方
式
」評
価
さ
れ

※

現
在
は
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
オ
ブ
・

　

ジ
・
ア
ー
ス
賞
」
に
置
換
え

カ
ッ
タ
君
と
少
年
の

交
流
描
く

情
報
発
信
基
地
へ

と
き
わ
湖
水
ホ
ー
ル
開
館

「
グ
ロ
ー
バル
500
賞
」を
受
賞

U
N
E
P（
国
連
環
境
計
画
）よ
り

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
完
成

「
カ
ッ
タ
君

  

物
語
」公
開

熱
帯
植
物
館

開
館

男
女
共
同
参
画

宣
言
都
市
に

市
立
図
書
館

  

新
築
オ
ー
プ
ン宇部紡績工場の赤れんがが

組み込まれた図書館の壁面

〈
一
九
九
一
年
〉

〈
一
九
九
五
年
〉

〈
一
九
九
五
年
〉

〈
一
九
九
五
年
〉

〈
一
九
九
七
年
〉

〈
一
九
九
八
年
〉

〈
一
九
九
一
年
〉

常
盤
公
園

中
国『
威
海
市
』

友
好
都
市

締
結

〈
一
九
九
二
年
〉


